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企画展開催にあたって

只見町は、福島県の西端、新潟県境の越後山脈に接する山間地域で、周囲は標高 1,000m 前後の山地
に囲まれています。山地は冬季の豪雪による雪崩で浸食されて雪

せっ

食
しょく

地
ち

形
けい

が発達し、それゆえ急峻複雑
な山地構造の上にはブナ林をはじめとする様々な植生がモザイク状に成立しています。さらに、山の雪
解け水や雨水は沢となり、やがて沢は合流を繰り返し川となり、町内の谷や平野部を血管のように流れ
下ります。そうした水辺域にもまた渓

けい

畔
はん

林
りん

や河
か

畔
はん

林
りん

など特徴的な植生が形成されます。只見地域にはこ
れらのほかにも多様な自然環境や植生が存在し、それらを拠り所とした多様な野生動植物が生育・生息
しています。そして、地域住民もまた、これらの自然環境や天然資源を拠り所として生活を営んできま
した。

さて、このように多様な動植物の生育・生息と地域住民の生活を可能にしてきた只見町の自然環境は
どのように形成されてきたでしょうか。この問いに答えるためには、只見町の過去から現在までに形成
されてきた地質構造や地形に着目する必要があります。すなわち、過去に地球で起こった地殻変動によ
り生じた岩石や地層と、火山活動などの地球の内部から働く力（内作用）と河川の浸食・運搬・堆積な
ど外部から地表面に働く力（外作用）などで形成された地形です。

本企画展では、主に只見町の地質と地形に注目し、解説するとともに、それらと関係する植生ついて
も紹介します。只見の自然環境を理解するための一助となれば幸いです。

春、ブナが芽吹く頃の伊南川下流域
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■ 低位河岸段丘堆積物
■ 高位河岸段丘堆積物、扇状地堆積物
■ 浅草岳火山噴出物
■ 八十里越安山岩
■ 駒止峠層
■ 八塩田層
■ 松坂峠層（浮石質凝灰角礫岩、礫岩、凝灰質砂岩
■ 松坂峠層（玄武岩質集塊岩、同質火山礫凝灰岩）
■ 布沢層
■ 貫入岩（玄武岩）
■ 貫入岩（流紋岩）
■ 小川沢層（緑色凝灰角礫岩・浮石凝灰岩）
■ 小川沢層（流紋岩岩脈・溶岩流）

■ 大塩層（玄武岩質集塊岩・溶岩）
■ 大塩層（流紋岩溶岩）
■ 大塩層（緑色凝灰角礫岩・火山礫凝灰岩〈泥岩
を伴う〉）

■ 滝沢川層（流紋岩溶岩）
■ 滝沢川層（緑色凝灰角礫岩・火山礫凝灰岩・
黒～灰色シルト質泥岩）

■ 花崗岩類
■ 檜枝岐層群
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第1部　只見町の地質
只見の地質の概要

只見地域には、中生代から新生代の地層が
広がり、その岩相も様々です。伊

い

南
な

川
がわ

より南
の山地には、この地域の基盤岩となるジュラ
紀の堆積岩類を中心とした檜

ひの

枝
え

岐
また

層群、白亜
紀後期に貫

かん

入
にゅう

（地下深部で発生したマグマが
地殻内を上昇すること）した花

か

崗
こう

岩
がん

類が分布
します。新第三紀前期中新世～中期中新世初
期の火山砕

さい

屑
せつ

岩
がん

（火山から放出された物質か
らなる岩石）や溶岩類を中心とした地層は堆
積年が古い順に滝

たき

沢
さわ

川
がわ

層、大
おお

塩
しお

層、小
お

川
がわ

沢
さわ

層
に区別され、只見地域北部に広く分布します。
中期中新世中期～後期中新世前期の泥

でい

岩
がん

・砂
岩・凝

ぎょう

灰
かい

岩
がん

等の堆積層である布
ふ

沢
ざわ

層、松坂峠
層は布沢に偏在しており、梁

やな

取
とり

の山麓部では、
陸上に噴火したデイサイト（流紋岩に近いシ
リカの成分を多く含む岩石）質の溶

よう

結
けつ

凝灰岩
（高熱の火山灰流が固化した岩石）からなる
駒
こま

止
ど

峠
とうげ

層がこの二つの層を覆っています。
塩
しお

ノ
の

岐
また

川上流の八
や

塩
しお

田
だ

付近には、湖成堆積物からなる八塩田層が小規模に分布します。福島・新潟県境
には、第四紀に活動した陸上火山の浅

あさ

草
くさ

岳
だけ

を由来とする安山岩質の火山噴出物が分布しています。只見
川、伊南川に沿った低地には、礫

れき

・砂・粘土の段丘堆積物が分布します。

只見地域の地質層序
出典：会津只見の自然 只見町史資料集第4集【気候 地質 動物編】　只見町史編さん委員会（2001）



主な構成岩類

伊豆－小笠原火山弧の第三紀以降の火山岩

新第三紀以降の付加体

第三紀の高温型変成岩
千島弧の白亜紀～新生代初めの堆積岩
白亜紀～古第三紀の付加体

白亜紀の高圧型変成岩
白亜紀の高温型変成岩
ジュラ紀～白亜紀の付加体と堆積岩
ジュラ紀（一部白亜紀）の付加体

下の各岩類を合わせたもの、またはその一部

三畳紀～ジュラ紀の高圧型変成岩
ペルム紀～三畳紀の堆積岩と苦鉄質～超苦鉄質岩
ペルム紀の付加体
ペルム紀～三畳紀（一部ジュラ紀）の付加体

石炭紀の高圧型変成岩、苦鉄質～超苦鉄質岩
前期石炭紀の付加体

オルドビス紀～三畳紀の堆積岩・変成岩
原生代～古生代の変成岩・花崗岩

地帯構造区分

1　飛騨帯
2　飛騨外縁帯
3　三郡－蓮華帯
4　周防帯
5　秋吉帯
6　舞鶴帯
7　超丹波帯
8　丹波帯
9　美濃帯
10　領家帯
11　肥後帯
12　長崎帯
13　三波川帯
14　秩父帯

15　黒瀬川帯
16　四万十帯
17　足尾帯
18　上越帯
19　阿武隈帯
20　南部北上帯
21　根田茂帯
22　北部北上帯
23　空知－エゾ帯
24　神居古潭帯
25　日高帯・常呂帯
26　日高変成帯
27　根室帯
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只見の大地の成り立ち①
只見地域の地層は形成年代の異なるものから構成されており、それらから只見地域の大地は古い順に

下記のように造られてきたと考えられています。

1．付加体の形成（ジュラ紀）
只見地域の最も古い地層で、現在、只見地域南部の山岳地帯に分布している檜枝岐層群は、日本列島

が形成される以前のジュラ紀にアジア古大陸の東縁部の海溝に至る深い海底において形成されたと考え
られています。すなわち、檜枝岐層群は、海洋プレートが大陸プレートの下にもぐり込む際に、大陸か
ら海溝付近に流れ込んだ泥や砂に、海洋プレートに乗って運ばれたチャート・石灰岩などの堆積物が混
じって陸側に付け加えられて形成された「付

ふ

加
か

体
たい

」の一部であると考えられています。ジュラ紀の付加
体は、日本列島の基盤を成す地層の主要な部分を占めており、檜枝岐層群は足尾帯に含まれます。

2．花崗岩マグマの貫入（白亜紀後期）
白亜紀前期には、ジュラ紀に形成された付加体をはじめ、のちに日本列島を形成する岩体あるいは地

層が断層運動によりアジア古大陸の東縁部に集まりました。白亜紀の中頃からは、そこで大規模なマグ
マの火成活動（マグマの発生や移動を伴う現象）が生じ、花崗岩マグマが貫入しました。只見地域の花
崗岩は、東北地方の花崗岩貫入の最終期である白亜紀末期に生じたと考えられ、現在、檜枝岐層群の北
側（白

しら

戸
と

川
がわ

下流域、楢
なら

戸
と

沢
さわ

上～中流域、黒
くろ

谷
たに

川
がわ

中～下流域）に分布しています。

日本の地帯構造区分と主な構成岩類（GSJ）



熱帯

亜熱帯

暖流（熱帯・亜熱帯）

寒流（冷温帯）

茶色：陸地

冷温帯
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只見の大地の成り立ち②
3．日本海の誕生と海成層の堆積（前期中新世～後期中新世前期）

極東アジア東縁で形成された日本列島の岩盤（以下、基盤岩）は、約 1,500 万～ 2,000 万年前に地殻
変動により大陸から離れ現在の日本列島の位置まで移動しました。そして、大陸との間に海水が侵入し、
日本海が誕生する一方、当時の日本列島（特に東北日本）は、多数の島からなる「多

た

島
とう

海
かい

」となります。
さらに、日本海側に位置した基盤岩の裂け目からは流

りゅう

紋
もん

岩
がん

を中心としたマグマや火山灰が海底に噴出し、
緑色凝灰岩（グリーンタフ）が厚く堆積しました。

只見地域においても、基盤岩の裂け目から流紋岩質マグマを中心としたマグマが噴出し、流紋岩層が
形成され、凝灰岩や泥岩などが海底に堆積しました。さらには、そこに流紋岩・デイサイト・玄

げん

武
ぶ

岩
がん

質
のマグマの貫入が伴いました。その後、大地の隆起・陸化が起こりますが、一部の地域では沈降が起こ
り、内湾のような海域も形成されたと考えられます。こうした地層は現在の只見地域の北部および東部
に広く分布しています。

4．陸上火山による火砕流の発生（後期中新世後期～鮮新世？）
日本列島が現在の弧状列島に近い形で姿を現したころ、只見地域は完全に陸化しました。その後、デ

イサイト質の陸上火山活動が大規模に起こり、その火
か

砕
さい

流
りゅう

が只見地域東部の布
ふ

沢
ざわ

地域からさらに東方の
駒止峠一帯を広く覆い、溶結凝灰岩の地層を形成しました。

約1,600万年前の日本列島付近の海陸分布と海洋気候
出典：会津只見の自然 只見町史資料集第4集【気候 地質 動物編】　只見町史編さん委員会（2001）


